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占める比率は第 2 章でも述べられているように 2.1% ほどであり，インド
国内の障害関係諸団体は，2001 年の国勢調査数字は正確ではない，6 %
はいるはずと抗議した。こうしたことを受けて，政府も予算作成目的のた
め，インド連邦政府計画委員会の全人口の 4 % という数字を採用してい
る。しかし WHO の推計値の 10%（WHO ［1978］）よりは，依然として
低い状況である。
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障害者数 視覚 聴覚 言語 移動性 知的・精神障害
都市部
男性 3,195,450 1,509,621 124,795 228,129 927,625 405,280 
女性 2,322,937 1,251,877 114,111 168,885 523,300 264,764 
合計 5,518,387 50.04% 4.33% 7.19% 26.29% 12.14%
農村部
男性 9,410,185 4,222,717 549,002 713,966 2,975,127 949,373 
女性 6,978,197 3,650,666 473,814 529,888 1,679,425 644,404 
合計 16,388,382 48.04% 6.24% 7.59% 28.40% 9.73%
21,906,769 48.55% 5.76% 7.49% 27.87% 10.33%
表1　インドの障害者統計
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機会のあった障害者はわずか 1 ～ 2% で，教育を受けられてもその圧倒的
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ているといわれるが，1990 年代のアーシャ・ハンズ（Asha Hans）, アニ ・ー
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リムや指定カースト ･ 部族の 4 倍弱とはるかに劣悪な状況にある。図２
図1　社会的なカテゴリー別にみた不就学率（2005 年）
( 出所 )World Bank［2007］.
図2　都市と農村での男女・障害の有無でみた就業率
( 出所 ) 図１に同じ。
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national）が，バングラデシュの NGO である障害開発センター（Center 



























ネパールについて 2 番目の章である第 5 章は，小林論文，「ネパールの
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 第 2 章（1）
インドの障害当事者運動
 ふたつのろう者の運動の対比から 
森　壮也
第 1 節　はじめに
インドは赤道近くからヒマラヤまで，28 の州，6 つの連邦直轄地域，
デリー首都圏からなる大きな国である。それだけに障害者運動も地域に
よって差があり，当事者たちの運動が組織化されているところ，散発的な
ところなどかなりの違いがみられるが，ここでは，主として全国的な動き，
また連邦政府に対する動きを中心に整理をしていくこととする。またイン
ドには障害者法（1995）があり，アジア地域ではフィリピンと並んで法
制面では障害者政策が早くから進められてきた。しかしながら，こうした
法制が当事者たちにとってどのような意味をもっていたのか，その有効性
が，今，改めて問い直されてきている。
2004 年の最高裁判決で選挙管理員会に求められていた命令により，
2009 年に実施された総選挙で各投票所における障害アクセシビリティが
ようやく実現した。有権者としての障害者の権利がこうして実現された
ことから，慈善対象としての障害者像は，現在，大きな問い直しに直面し
ている。開発のパートナーとしての障害者という新たな位置づけはインド
の政策に大きな変化を要求しており，当事者主体による運動がそれを大き
